
事件事故の緊急ダイヤルは、１１０番！。緊急時以外の相談等は、♯９１１０番に！！。

11月15日から、狩猟期間に入りました。 事故を起こした人の特徴とし

ハンターの皆さんは、ルールとマナーを守って正しい ては、10名中７名が60歳以上の

狩猟を心がけ、事故の防止に努めてください。 方であり、このうち５名が猟銃

令和５年中、県内での事故の発生は無かったものの、 の所持歴が20年以上の方となっ

全国では10件発生しました。 ています。
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～不正利用被害を防止するための対策～

１ パスワードの使いまわしはしない

ひとつのパスワードが漏れてしまうと、その他

のサービスでも不正ログインの被害に遭うおそれ

があります。

２ パスワードは長く、複雑なものにしましょう

名前や生年月日にちなんだパスワードや、Ｐａ

ｓｓｗｏrｄ、１２３４５など簡単な文字列、キ

ーボードの連続した文字列（１ｑａｚ２ｗｓｘ、

ｑｗｅｒｔｙ等）は推測されやすく危険です。

３ その他の対策

ワンタイムパスワードなど多要素認証が利用で

きるサービスであれば利用しましょう。不正ログ

インされたときにすぐ気づけるようにログイン通

知機能などを利用しましょう。

～次のような方法で不正ログインを狙っ

ています～

1 盗んだＩＤやパスワードを使ってサービスに

不正ログイン

実在の企業やサービスを装ってフィッシングメー

ルを送り、メール本文に添付されたＵＲＬから偽サイ

トに誘導してＩＤやパスワードを入力させて盗む手口

です。

２ パスワードを予想してサービスに不正ログイ

ン

単純な文字列や、ＳＮＳで公開している情報（名

前、生年月日など）から、利用者が使いそうなパス

ワードを予想して不正ログインを試みる手口です。

３ パスワードの使いまわしをしている人を狙っ

て不正ログイン

色々なサービスを利用していると、利便性の観点

から同じＩＤやパスワードを使いまわしているケース

があります。

悪意のある者は、ＩＤやパスワードを使って、複数

のサービスに不正ログインをしようと試みてくることが

あり、同じＩＤやパスワードを使いまわしていると、複

数のサービスに不正ログインされる

おそれがあります。

２月１日から３月18日は、政府が定める「サイバーセキュリティ月間」です。
サイバー犯罪の手口を知り、被害に遭わないようにしましょう！
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